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に
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具
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望
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•欲
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際
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あ
る
か
ら
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切
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欲
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す
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課
に
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行
か
ぬ
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で
蔡
個
人
の
紙
望
を
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な
る
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滿
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す
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ぎ
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の
問
題
が
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る
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し
て
之
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取
す
ベ

&
標
準
，は

' 谷
人

が

生

，產

.勞

攤
 

上
' に
於
：
.て
擔
當
す
る
時
間
勞
働
，

‘(zeitarbee
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あ

‘る
。

即
ち
之

•か
知
れ
さ

.
へ
す
れ
ば
、充
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手
段
へ

 

が
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'各
人
欲

■
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如
何
な
る
も
の
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迄
及
ぶ

.か
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明
に
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る
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從
て
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何
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る
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滿
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る
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；依

'

V

決
定
せ
ら
れ
る

'の： 

で
‘各
個
人
の
欲
望
充
兄
程
度

*^
其
公
課
負
擔
額
丈
け
減
少
す
る
の
で
あ

'る
。)

た
父
問
題
ミ
な

 

る

の

：は
、時

間^|
働
を

.生
產
力
と
欲

®
ビ
の
比

'較

0
尺
度
ミ
す
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應
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双
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。
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仕
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熟
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齑
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す
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彼

れ
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公

式
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'へ
ば

B
-f
-
,
:
^
^
寒)

.を
以
て
其
物
の
價
値
を
定
ゐ
る
の
で
あ
る
，
避

に
對
し
て
は

^

然
生
產
物

^

對
.
.す
在
：.
霄
要
、若
：
1 >
.

く
は
欲
塵
を
看
過

.

し
、勞
..爾
费 

迄
し
て

®

値(
即
ち
交
換
比
例

)

を
定
め
る
事
は

0

 

0

M

ノ
レ
云
：ふ
‘
非
難
が
起
る
。
併
し
ぎ

a
c r
e

l

t

sリ

.
.
か
に
承
認
し
で
居
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‘併
し「

若
し
も
國
家
經
濟
的
當
廁
潘
が
生
產
と
氣
望
ミ
，の
均

# 

一
 

_

し
を
保

0
な
&,
ば

.«
値
は
勞
働
醬
用
を
茂
度
ぐ
し
て
規
定
せ
ら
：れ

..得
を
，：と
-
云
ふ
；に
過

f
な
い
ゆ

.で
あ

^

。

た
父
彼
れ
は
土
地
資
本
が
公
甫
せ
ら
れ
、國
鼠
が
を
れ
を
支
配
す
る
ど
己
ろ
で
は
、此 

條
仲
は

i

元
全
に
滿
た

^

れ
る
も
の
と
樂

«

し
七
居
る
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0 0
.

1

3

7

)

？

故
に
批
.評
を
加
ふ
可
し
ビ
す 

れ
ば
此
點
に
向
つ
て
す
べ
き

t

の
で
办
ら
シ
。：

し

'
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.

•
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.
更
に
又
價
値
规
，定

. 0
«

合
^

も
、

^

び
4
 ̂

て
勞
働
の
難
縣 

1

な
ら
ず
、(

口
}同

1
生
連
內
に
於
：て
も
勞
働
漭
の
勸
勉
熟
練
の
程
度

.問
じ
か
ら
士
，(

ご
同
ー
褪
生 

‘

產
に
於
て
、勸
勉
熟
練

0 >
稅
度
を
同
ふ
す
る

.
者
に

就
て
も
、自
然
的

關
係
に
自
て
、典
の
擧
ゲ
得
る

」 

收
植
は
同

,

一
 

な
ら
す
、

(

例
へ

.诚
土
地

「

に
肥
瘠

.の

別

あ

，る

が

爲

め

、同

一
.
量
の
.勞
働
が
等
し
か
ら

5 1

る
收
益
.
を
取
ぐ
る
亦
如
き

)

、

U
)

長
時
間
內
に

.
於V

は
、勞
働
の
^
產
カ
に
增
減
あ
る
の
理
由
.を
以

.. 

.

- 

.
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.

.
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, 

.
*

:て
、勞
働
量
を
其
尺
度
ミ
，す
る
事
の
不
當
な
る
を
論
：す
る
も
の
が
あ
；る
。
併
し

(

ィ)(

ロ)

.及
び

(

ニ)
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V

•0
闲
難
は
俞
節
：に
述
べ

^
方
法
に
依
て

#

决
さ
れ

.るo
,
(

少
く

も

R
O
.
&
ざ

3

は
さ
ぅ
認
め
て
居

 

■

部

ち

勞

働

及

：
び
，勞

働

者

間
；：

の
：
差

違

は

、標

準

勞

義

•の

方

法

に

曲

て

排

除

す

る

事

が

出

來

る

6 

1^
れ
对

r
述
の

^
準
勞

#
時
、
間
^^
び
標
举
仕
事
量
か
ら
、

.猶
ん

で
標
準
勞

«

nQrmale Arbeit
.:な 

名

-.
^
の
を
定

.

.め，る

''
0
ヾ
で
あ
る

.,

擦

.準
勞
働
せ
は
.櫸
準

*-
事
.最
に

®
や

S
る
、
勞
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